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《材料》2人分

オクラ　　　…　4本

じゃが芋　　…　1個

塩　　　　　…　適量

酢　　　　　…　小さじ 1

砂糖　　　　…　小さじ 1/2

塩コショウ　…　少々

マヨネーズ　…　小さじ 1.5

練り白ごま　…　小さじ 1.5

すり白ごま　…　大さじ 1.5

オクラとじゃが芋のごまサラダ

　　認定農業者会より　～ 9月出荷予定の野菜～
　トマト、きゅうり、ナス、かぼちゃ、ピーマン、とうもろこし、オクラなど

☆★9月19日　食育の日・家庭料理の日★☆

ばんげの味が育てる

　　おいしい楽しい健やかライフ　その81

【問い合わせ先】生活課　福祉健康班　健康増進係　☎ 93-6169

お
い
し
い
給
食
が
で
き
る
ま
で　

～
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
～

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
い
し
く
安

心
・
安
全
な
給
食
を
各
学
校
へ
届
け
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
注
意
し
て
調
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
て
い
る
の

は
、
会
津
坂
下
町
と
湯
川
村
の
給
食
で
す
。

調
理
・
洗
浄
20
名
、
配
送
５
名
の
総
勢
25
名

で
た
く
さ
ん
の
給
食
を
作
り
、
届
け
て
い
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
北
海
道
を
除
く

東
日
本
17
都
県
産
の
す
べ
て
の
食
材
で
、
放

射
性
物
質
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
検
査
は
会
津
坂
下
町
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
内
で
行
い
、
す
ぐ
に
検
査
結
果
が
出

る
の
で
安
心
し
て
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
県
の
事
業
で
事
後
検
査

と
し
て
そ
の
日
に
出
来
上
が
っ
た
給
食
一
食

分
の
丸
ご
と
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
虫
な
ど
の
異
物
混
入
に
も
注
意
を

払
い
、
葉
物
野
菜
は
葉
っ
ぱ
を
一
枚
一
枚
目

で
見
て
検
査
し
、
三
層
の
水
で
洗
い
流
し
て

い
る
な
ど
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
へ
の
対
策
も
行
っ
て
お
り
、
給
食

で
出
さ
れ
る
も
の
は
サ
ラ
ダ
な
ど
も
含
め
て

す
べ
て
加
熱
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
献
立
に
も
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
、
日

本
の
郷
土
料
理
や
世
界
各
地
の
料
理
、
幼
稚

園
や
学
校
代
表
の
保
護
者
や
管
理
栄
養
士
な

ど
で
組
織
さ
れ
た
献
立
作
成
委
員
会
・
児
童

生
徒
が
作
成
し
た
献
立
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
食
に
関
す
る
広
い
学
び
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

普
段
、
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
お
い
し
く

安
心
・
安
全
な
給
食
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に

健
康
で
楽
し
い
食
事
を
提
供
し
た
い
と
い
う

多
く
の
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。　

給食用の大量の野菜

一枚一枚目視で虫がいないか確かめる

毎日実施される放射性物質検査はセン

ター内ですぐに結果を出すことができ

る。

ごはん、さんまの蒲焼き、カレーきんぴら、

夏野菜のみそ汁

《作り方》

①じゃが芋は皮をむき、厚さ 0.5cm 程度の半月切りにして、

　水にさらしておく。

②オクラは塩で板ずりして、茹でる。水

　にとって冷まし、水気をとる。斜めに

　2～ 3等分にする。

③鍋でじゃが芋を柔らかくなるまで茹

　で、ザルにあげる。

④ Aをボウルで合わせ、オクラとじゃが

　芋を加えて全体にからめる。

A
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新着本の紹介

『絶望読書』 『陸王』 『ジャッジメント』 『おばあさんのしんぶん』

頭木弘樹／著
飛鳥新社

池井戸潤／著
集英社

小林由香／著
双葉社

松本春野／文・絵
岩國哲人／原作

講談社

著者は、大学 3 年生の時に
難病を患い、医師から「一
生治らない病気」だと宣告
された。そんな絶望の闇の
中で彼の支えになったのが

「絶望の文学」だった。

創業百年の老舗足袋屋が、
ランニングシューズの開発
に挑む。様々な障壁が立ち
はだかるが、チームワーク、
ものづくりの情熱で困難に
立ち向かっていく。

20XX 年、犯罪が増加する一
方の日本で、新しい法律が
生まれた。この法律は果た
して被害者とその家族を救
えるのだろうか。第 33 回
小説推理新人賞受賞作。

新聞が読みたくて新聞はい
たつをはじめたてつおは、
「読みにおいで」と言って
くれるおじいさんとおばあ
さんの家で、新聞を読むこ
とが毎日楽しみでした。

　

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
福

島
県
林
務
課
が
作
成
し
た
『
大
樹
銘
木

調
査
書
』
に
は
、
会
津
坂
下
町
分
の
巨

木
が
十
件
、
そ
の
う
ち
金
沢
の
八
幡
神

社
境
内
樹
木
欅
一
本
（
二
丈
五
尺
・
十

間
）
、
杉
一
本
（
二
丈
・
十
五
間
）
の

合
計
二
本
と
、
若
宮
八
幡
神
社
境
内
樹

木
欅
二
本
（
二
丈
・
十
五
間　

二
丈
五

尺
・
十
間
）
の
合
計
四
件
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
年
の
会
津
生
物
同
好
会
や
平

成
五
年
の
町
教
育
委
員
会
の
調
査
で

は
、
若
宮
八
幡
神
社
境
内
樹
木
は
杉
三

本
、
欅
三
本
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本のタイトル 著者 出版社

『福島第一原発廃炉図鑑』 開沼博／編 太田出版

『ラストナイト』 薬丸岳／著 実業之日本社

『老いも病も受け入れよう』 瀬戸内寂聴／著 新潮社

『かいけつゾロリのおいしい金メダル』 原ゆたか／さく・え ポプラ社

『十三番目の子』 ジヴォーン・ダウド／作 小学館

おすすめの新着本

金
沢
の
八
幡
神
社
境
内
樹

木
の
記
載
は
な
く
、
こ
れ

以
前
に
金
沢
八
幡
神
社
境

内
の
樹
木
は
な
く
な
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
残
念

な
こ
と
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
間

も
な
い
昭
和
二
十
年
代
に
、

一
時
、
関
東
平
野
の
農
村
を
中

心
に
、
民
主
化
を
叫
ぶ
青
年
等
に
よ
る

「
欅
革
命
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
り
ま

し
た
。
古
い
屋
敷
地
の
欅
と
と
も
に
、

欅
の
大
木
は
封
建
的
な
農
村
の
象
徴
だ

と
決
め
つ
け
、
伐き

る
こ
と
で
新
し
い
世

の
中
の
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
す
る
、

随
分
視
野
の
狭
い
運
動
で
し
た
。

　

こ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
欅
も
、
会
津

坂
下
町
で
は
、
開
け
た
空
と
盆
地
の
広

い
空
間
の
中
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
人
達
に
と
っ
て
安
心

と
さ
わ
や
か
さ
を
覚
え
さ
せ
る
樹
木
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
３
０
１
０

町
史
編
さ
ん
室
よ
り
　
会
津
坂
下
町
の
巨
樹
銘
木
⑥

☆まだまだほかにも新着本あります

【欅
けやき

・若宮八幡神社境内】（牛沢）



⑳などはページ番号です。詳細についてはお知らせ掲載ページをご覧ください。きについては、広報紙と同日配布の「きいて
くなんしょ」に詳細を記載しています。

9 月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

16

8/28 29 30 31 9/1　
●司法書士・土地家
屋調査士による法律
相談会⑱

2
●フッ素塗布・歯科
健康相談⑱

3

4 5 6
●４か月児⑱

7
●入園前のお子さん

幼稚園に遊びにきて
ね♪⑱

8
●すこやかキッズ⑱

9 10
●戦没者追悼式⑳
●大人の人達への読
み聞かせき

11
●ふくしま本の森図
書館開所１周年記念
イベントき

12 13 14 15
● 1歳 6か月児⑱

16
●わくわく☆ドキド
キ☆楽しい広場⑱

17
●ばんげ秋まつり

（宵祭り）
●敬老会⑳
●子ども向けの読み
聞かせき

18
●ばんげ秋まつり
（本祭り）
●星医院⑱

19　敬老の日 20
● 10 か月児⑱
●ばんげちびっこリ
レーマラソン大会申
込締切き

21 22　秋分の日
●あかぎ内科消化器
科医院⑱

23 24
●会津の歴史講座

「上宇内薬師につい
て学ぶ」き

25
●寿松堂渡辺医院⑱

26 27 28 29
●すこやかキッズ⑱

30
●世界児童画展⑳

（～ 3日）

10/1

あなたの知りたいお店やみんなに知ってほしいお店を教えてください！！広報紙面に掲載します。自薦他薦問いません。　産業課　商工観光班　☎83-5711　FAX83-5713

青柳陶器店

営 業 時 間　：午前８時３０分～午後６時
電 話 番 号　：８３－２２７０
住　　   所　：市中三番甲３６６５
 

お茶碗、お皿、グラス、
花瓶などの陶器を取
り揃えています。

ばん
げのいいとこ、みぃつけた！

！

　旧町内の真ん中にお店を構える青柳陶器店さんの店内には
たくさんの陶器、ガラスの器が並びます。とくにお茶碗は色
とりどりで目移りしてしまいそうです。
　青柳陶器店さんは初代、青柳又吉さんの頃は米問屋さんで
したが、終戦後、日用雑貨と食器類を扱うお店となったそう
です。現在は５代目が切り盛りする１００年続く老舗です。
貴重な焼き物や伝統工芸品の切子等も目をひきますが、やっぱり一押しはお茶碗で、薄さも大きさも様々なのは、
手に取った人がご飯を食べるのに一番良いと思うものを選べるようと
　　　　　　　　　　　　いう想いからだそうです。
　　　　　　　　　　　　「毎日ご飯をよそうものだから。普段使う
　　　　　　　　　　　　ものが一番大切だと思うんです。」と５代
　　　　　　　　　　　　目は言います。
　　　　　　　　　　　　　元米問屋さんでお米とお茶碗への愛情た

　　っぷりのお店で、お気に入りのお茶碗を
　　探してみてくださいね。　　

　ぜひ、お店に

品物を見にきてく

ださいね！

　四代目おかみ

美しい柄のお茶碗が並ぶ。価格は手頃なものから高価なものまで様々。

ＶＯｌ.8  青 柳 陶 器 店“米問屋から陶器店へ”


